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徳島市公告第２２７号 

 

 令和７年９月１６日付け徳島市公告第２１３号において公告した次の件名における一般競争入札

について、次のとおり公告内容について一部訂正します。 

 

 令和７年９月３０日 

 

                           徳島市長 遠 藤 彰 良 

 

１ 件 名  眉山ロープウエイ他ＬＥＤ景観整備業務 （紙入札案件） 

 

２ 訂正内容 

訂正箇所 訂 正 前 訂 正 後 

公告 

２ページ 

５ 設計図書の提供等及び期間 

 ⑵ 期間 令和７年９月１６日から 

令和７年１０月１４日まで 

５ 設計図書の提供等及び期間 

 ⑵ 期間 令和７年９月１６日から 

令和７年１０月２２日まで 

公告 

３ページ 

６ 申請書類及び確認資料等の提出及び方法等 

⑴ 提出期間 令和７年９月１７日から 

令和７年１０月１日午後５時まで（必着） 

⑷ 確認の結果 

   令和７年１０月３日午後５時までに、

競争入札参加資格申請者の担当者宛てに

電話で連絡する。別途、当該結果につい

て記載した文書を郵送するが、入札時に

当該文書の持参は要しない。 

 ⑸ その他 

  オ 申請書類を提出後に入札を辞退する

場合は、入札辞退届を令和７年１０月

１０日までに提出すること。 

６ 申請書類及び確認資料等の提出及び方法等 

⑴ 提出期間 令和７年９月１７日から 

令和７年１０月８日午後５時まで（必着） 

⑷ 確認の結果 

   令和７年１０月１０日午後５時までに、

競争入札参加資格申請者の担当者宛てに

電話で連絡する。別途、当該結果について

記載した文書を郵送するが、入札時に当該

文書の持参は要しない。 

⑸ その他 

  オ 申請書類を提出後に入札を辞退する

場合は、入札辞退届を入札日前日まで

に提出すること。 

公告 

３ページ 

７ 質疑書の提出・回答方法 

⑴ 受付期間 令和７年９月１７日から 

令和７年９月２６日午後５時まで 

⑵ 回答期間 令和７年１０月２日から 

令和７年１０月１０日まで  

７ 質疑書の提出・回答方法 

⑴ 受付期間 令和７年９月１７日から 

令和７年１０月３日午後５時まで 

⑵ 回答期間 令和７年１０月９日から 

令和７年１０月２１日まで  

公告 

３ページ 

８ 入札執行日時及び場所等 

 ⑴ 入札日時 令和７年１０月１４日 

午後１時３０分 

⑵ 入札場 徳島市役所４階４０１会議室 

８ 入札執行日時及び場所等 

 ⑴ 入札日時 令和７年１０月２２日 

午後１時３０分 

⑵ 入札場 徳島市役所７階７０１会議室 

公告 

３ページ 

９ 入札書と内訳明細書の提出方法 

 ⑴ 提出日時 令和７年１０月１４日 

午後１時３０分 

９ 入札書と内訳明細書の提出方法 

 ⑴ 提出日時 令和７年１０月２２日 

午後１時３０分 



- 2 - 

 

公告 

４ページ 

１０ 開札等 

⑴ 開札日時 令和７年１０月１４日 

午後１時３０分 入札後直ちに行う。 

⑵ 開札場 入札場の場所と同じ 

⑸ 開札後、入札書の有効・無効の審査を行

うため、落札者の決定を保留する。落札者

の発表は開札日の午後４時に開札場で行

うものとする。 

１０ 開札等 

⑴ 開札日時 令和７年１０月２２日 

午後１時３０分 入札後直ちに行う。 

⑵ 開札場 入札場の場所と同じ 

⑸ 開札後、入札書の有効・無効の審査を行

うため、落札者の決定を保留する。落札者

の発表は開札日の午後４時に開札場で行

うものとする。 

公告 

５ページ 

１３ その他 

⑵ 工事に対応する資格を有する主任技術

者又は監理技術者を本業務の現場に配置

できること。 

入札の結果、契約金額が税込４，５００

万円（建築一式工事にあっては９，０００

万円）以上になった場合には、建設業法に

基づき主任技術者又は監理技術者の専任

を必要とする。ただし、主任技術者又は監

理技術者を専任で配置する場合において、

本市が認める兼務条件を満たす場合は、他

工事の主任技術者又は監理技術者と兼務

することが可能である。 

１３ その他 

⑵ 工事に対応する資格を有する主任技術

者又は監理技術者を本業務の現場に配置

できること。 

入札の結果、契約金額が税込４，５００

万円（建築一式工事にあっては９，０００

万円）以上になった場合には、建設業法に

基づき主任技術者又は監理技術者の専任

を必要とする。ただし、主任技術者又は監

理技術者を専任で配置する場合において、

本市が認める兼務条件を満たす場合は、他

工事の主任技術者又は監理技術者と兼務

することが可能である。 

また、同一の建設業者と締結する契約工

期の重複する複数の請負契約に係る工事

であって、かつ、それぞれの工事の対象が

同一の建築物又は連続する工作物である

場合については、複数の工事を一の工事と

みなして、同一の主任技術者又は監理技術

者を工事現場に配置できるものとする（国

の監理技術者制度運用マニュアル三（２）

④に準じるものとする）。 

 

以  上 


